




事 務 連 絡

令和３年６月 21 日

各課（局・室・館・次）長 様

高齢障がい課長 加藤 達朗

電話リレーサービス開始に伴う各課の対応について

聴覚障害者等による電話の利用の円滑化に関する法律（令和２年法律第 53号）により，

聴覚や発話に障がいのある方が手話通訳オペレータ等を介して電話をかけることにより通

話の相手方との意思疎通を可能とする「電話リレーサービス」（以下「本サービス」という。）

が制度化されました。

つきましては，本サービスが「令和３年７月１日」から開始されるにあたり，下記のとお

り電話の流れを記載いたしますので，御連絡があった場合は，適切に御対応いただきますよ

う，よろしくお願いいたします。

記

【本人から市役所へ本サービスを経由して電話が行われる場合】（全課対象）

この場合は，特に市役所で特別なことを行う必要はありません。以下のような流れで通常

のようにお話しください。

① 通訳オペレータから「電話リレーサービスです。聴覚に障がいのある方からお電話がご

ざいます。お繋ぎしてよろしいですか」という案内があります。

② 通訳オペレータは発信者である聴覚に障がいのある方と，電話の相手方である市担当

者の通話を通訳します。

※ 留意事項

(ア)通訳オペレータが話し言葉を通訳していますので，ゆっくりと聞きやすい言葉で

お話しください。

(イ)誤りやすい言葉は読み方を変えるか，複数回お伝えください。

例 ７月（×しちがつ➝〇なながつ）と４月（×しがつ➝〇よんがつ）

（裏へ続きます）



(ウ)長文ではなく，短文を心がけてください。

例：（×）必要なものは世帯員全員が記載された住民票で，続柄は必要ですが，本

籍やマイナンバーは不要のものが１通です。

（〇）必要なものは，世帯全員が記載された住民票１通です。続柄が入ったも

のが必要です。本籍やマイナンバーは不要です。

(エ)市役所の専門用語はなるべく簡易な言葉に置き換えてください。（業者と話す言葉

ではなく，一般市民と話すようにお伝えください。）

【その他】

詳細については，次の URL を御参照ください。

① 総務省 HP

https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/telephonerelay/index.html

② 日本財団 HP

https://nftrs.or.jp/

以下の QR コードからも参照ができます

① ②


